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2024/8/8
株式会社HARITA 代表取締役 張田 真

「Circular Economyの最前線」
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2024年7月1日、 「ハリタ金属株式会社」は 「株式会社HARITA」へ社名変更しました。
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経済学者 シュンペーター曰く
イノベーションとは、「新結合」である。
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Combination



「新結合」

既存にあるAとBを組み合わせ、

新しいCを生み出す。
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合言葉は「新結合」

地域のすべての資源を再定義し結びなおす。
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「顧客の創造。
ビジネスは顧客をつくり続けることである。」

ピーター F. ドラッカー

出所 ドラッカー日本公式サイト
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「社会と市場の創造。
ビジネスとは社会と市場価値を自らつくり続けることである。」

M・HARITA
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社会課題をビジネスで解決することが、
なぜ必要なのか？

それは成果が最大化されるからである。
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株式会社HARITA 代表取締役 張田 真

1993年 摂南大学 薬学部薬学科卒
 サンド薬品（現ノバルティスファーマ）入社

1995年 医療法人 清湘会 入社 薬剤師勤務
1999年 ハリタ金属株式会社 入社
2010年 ハリタ金属株式会社 代表取締役就任

＊経済産業省 サーキュラーパートナーズ サーキュラーエコノミー情報流通プラットフォーム構築WG 委員
＊経済産業省 ISO TC323 Circular Economy 国内検討委員会 委員
＊経済産業省 産業構造審議会 小型家電小委員会 委員
＊経済産業省 循環経済ビジョン研究会 委員（2019-2020）
＊内閣府 戦略的イノベーション創造プログラム(SIP) Circular Economy サブPD
＊富山県新成長戦略 新産業創出PT 委員
＊循環経済協会 理事
＊富山大学 学長特命補佐

自己紹介



11

2023年12月誕生
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グループ売上 580億
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会社概要

法人名称 株式会社HARITA 
設立日 1975年8月（創業 1960年6月） 
本社所在地 〒939-0135 富山県高岡市福岡町本領1053-1 
代表者 代表取締役 張田 真（はりた まこと） 
資本金5,000万円 
従業員数300名
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世界に循環を、あなたと幸せを。 

私たちの経営理念 Purpose
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会社紹介



家電リサイクル
Aグループ
パナソニック、東芝国内

21社認定
大臣認定リサイクル工場

北陸信越地区担当
年間処理≒
30万台以上／年
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自動車リサイクル
破砕事業者許可

年間リサイクル≒
30,000台／年
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小型家電リサイクル
大臣認定工場

富山県・石川県・福井県

金・銀・銅
レアメタル回収



新中期経営計画
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売上目標100億⇒300億
2030年までに



新中期経営計画

23

えっ？300億！

3倍すかっ！
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企業も地域も現状維持は衰退
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今までのやり方を変える。

狙いどころ
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成長エンジンを変える。

狙いどころ
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私たちのPMV＋中期戦略

2022/３/9
ハリタ金属 代表取締役 張田 真

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援・実行します。
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今の延長に未来はない。
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未来を待ち伏せ。
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Circular Economy
（循環経済）

有形無形の付加価値循環による、新しい経済の概念
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CN ⇒ CE
Carbon Neutral Circular Economy

出典 経済産業省 循環経済ビジョン 報告書

サーキュラー・エコノミー（Circular Economy）
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出所 環境省



CEすべての領域での長寿命化
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ISO TC323 Circular Economy
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LINE 本文ページ

持続可能な開発の実現に向けた政策動向
国連やローマクラブ、各国政府による持続可能な開発や資源効率性向上に関する提言・政策決定（①）

A

各国動向

2020年

2000年

UNEP-IRP設置
（2007）

2010年

国際動向

欧州

G7富山環境大臣
会合（2016）

原材料
イニシアチブ（2008）

2025年

日本

◼ 「富山物質循環フレームワーク」を採択し、
G7各国による野心的な行動を設定

⚫ 資源効率性、３Rの主導的な国内政策

⚫ グローバルな資源効率性・３Rの促進

⚫ 着実かつ透明性のあるフォローアップ

G7富山環境大臣会合

◼ 環境・資源制約への対応と域内の産業
競争力強化に向け、CEへの移行を掲揚

◼ 廃棄物法令の改正案を提示（2030年を
目標に一般廃棄物の75％を再使用 等）

◼ 欧州企業で6,000億€の節約、58万人の
雇用創出効果があると推計

CE（Circular Economy）パッケージ

（出所） 各種資料を基に循環経済協会作成

2

1

2015年
CEパッケージ
（2015）

欧州プラスチック
戦略（2018）

各種リサイクル法
（2000頃）

循環経済ビジョン
2020（2020）

CEアクションプラン
（2020）

循環型社会形成
推進基本計画（2003）

国際標準化国連・各種団体

◼ CE実現に向けた施策内容の具体化

⚫ 持続可能な製品・サービスの標準化

⚫ 消費者権利・情報入手性の強化

⚫ 重点分野の策定（電子機器/電池・車
両/包装/プラスチック/繊維等）

CE（Circular Economy）アクションプラン
３

ローマクラブ（1989）
“Beyond the Limits”

EMF（2012）“Towards 

the circular economy”

UNEP-IRP（2016）
“Resource Efficiency Potential 

and Economic Implications”

CEに掛かるサステナ
ブル・ファイナンス促進
のための開示・対話
ガイダンス（2021）

プラスチック資源循環
促進法（2022）

◼ UNEP-IRPの設置後、欧州において循環経済に関する政策検討・発表が進む。G7富山環境大臣のの
ち、日本でも循環経済実現に向けた政策的な取組が急速に進んでいる。

ISO/TC323（Circular 

economy）設置（2018）

JWG14（Secondary 

materials）設置（2021）

欧州グリーン
ディール（2018）

持続可能な製品
イニシアチブ（2020）

エコデザイン規則案
（2022）

持続可能な循環型
繊維製品戦略（2022）

ISO/TC323（Circular 

economy）規格発行？

5年ごとに更新

I. 循環経済協会の設置背景と目指す社会像
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LINE 本文ページ

（参考）欧州主導のルール形成（ISO/TC323における検討状況）

（出所） ISOホームページなどを基に循環経済協会作成

TC323

Circular economy

WG1

Terminology, principles, 

frameworks and management 

system standard

WG2

Practical approaches to 

develop and implement 

Circular Economy

WG3

Measuring and assessing 

circularity

WG4

Circular Economy in practice: 

experience feedback

◼ 59004-Framework and 

principles for implementation

◼ 59010-Guidelines on business 

models and value chains

◼ 59032-Review of business 

model implementation⇒WG4へ

◼ 59020-Measuring circularity 

framework 

◼ ビジネスモデルに関する規格開発を行う

◼ 何を満たせば「循環経済型ビジネス」となるか

議論

Technical Committee名 WG名 検討中の規格 規格開発の要点（考えられる影響）

◼ 59031-Performance-based 

approach – Analysis of cases 

studies

◼ 循環性（circularity）の測定方法や指標を検討

◼ どのような活動が評価されるか議論

◼ 各国事例の収集・整理を実施

◼ ベストプラクティスを収集・議論

◼ コンセプトや関連用語の定義等を定める

◼ どのような活動が「循環経済」に含めるか議論

JWG14（T207/SC5-TC323）
Secondary materials

◼ 59014-Secondary materials —

Principles, sustainability and 

traceability requirements

◼ 金属や樹脂等の二次原料（スクラップ）のトレー

サビリティシステムを検討

◼ ESGに配慮したスクラップのあり方を議論

WG5

Product circularity data sheet

◼ 59040-Product Circularity Data 

Sheet

◼ 循環性評価のために用いる情報開示様式を具

体化。情報開示すべき事項等を議論

CAG

Chairman's Advisory Group

◼ 規格開発は行わない ◼ 議長の諮問機関として、TCの運営方針や規格

開発における各WG間の調整等を議論

I. 循環経済協会の設置背景と目指す社会像
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【ISO/TC323から国際規格（IS）及び技術報告書（TR）が発行】

2024年5月22日（水） ISO/TC323から以下の4つの文書が発行。
各文書はISOのウェブサイト（https://www.iso.org/committee/7203984.html） から購入可能。

ISO 59010は市川芳明先生（当協会招聘研究員）、
ISO/TR59032は清水孝太郎理事がプロジェクトリーダーをつとめ、日本が主導して策定したもの。

・ISO 59004:2024 Circular economy 
— Vocabulary, principles and guidance for implementation
・ISO 59010:2024 Circular economy 
— Guidance on the transition of business models and value networks
・ISO 59020:2024 Circular economy 
— Measuring and assessing circularity performance
・ISO/TR 59032:2024 Circular economy 
— Review of existing value networks
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今後のCE重要キーワード
Value network
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＄

Value network
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ISO TC323 Circular Economy
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Circular Economy
国の政策動向
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44出所 首相官邸



45出所 経済産業省
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2023年12月 経済産業省サーキュラーパートナーズ設立

資源の効率的・循環的な利用を図りながら、付加価値の最大化を図るサーキュラー
エコノミーの実現に向け、野心的・先駆的に取り組む産官学が有機的に連携するた
め、「サーキュラーパートナーズ」を設立。

https://www.cps.go.jp/
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CPs全体組織図

出所 経済産業省
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出所 経済産業省
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出所 経済産業省
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出所 経済産業省
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出所 経済産業省



内閣府
戦略的イノベーション創造プログラム（SIP）第３期

サーキュラーエコノミーシステムの構築 について
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出所 内閣府



54

サーキュラーエコノミーシステム構築
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ビジネスモデルが激変する？
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個人戦 → 団体戦



59

経済・ビジネスは付加価値



素材で社会をつくる。

60



61

三協アルミ
YKK
アイシン軽金属
北陸アルミ
HARITA

など多くの大企
業・中小企業が
参画

社会・企業活動
のすべてのアルミ

JST COI-NEXT共創の場 大型PJ合格 2億X10年
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出所 産業新聞社

経済産業省
10億円支援



出所 富山新聞 63



出所 環境省 64
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富山県新成長戦略
新産業創出PT

Circular Economyで新しい産業を生み出す
＆

それを創出する「ディレクター型人材」育成戦略

66



参考：経済産業省循環経済ビジョン報告書

太陽光発電設備・アルミ缶 サーキュラーモデル HARITAイメージ

バージン素材

収集

利用

配荷・施工
（地域雇用創出）

マテリアル
リサイクル

メンテナンス
リペア

（地域雇用創出）

リユース

太陽光発電
シェア/Paas

某富山県内企業

三協アルミ

プラント
（高度選別）ガラス

アルミフレーム・架台

電極・銅ケーブル

別ループ
（地域内資源循環）

建築資材
発泡ガラス
路盤材

建築資材
サッシ
カーポート

セル付きバックシート貴金属回収
Ag

精錬会社

銅売却（金属商）

住宅メーカー
ゼネコン
地元建設会社

リサイクル素材
（資源循環）

マチナカ資源
回収ステーション

ゼロエネルギー住宅（ZEH）
ゼロエネルギービル（ZEB）

再生アルミ使用（展伸
材）

CO2削減
スラグ
再生ガラス使用
CO2削減

解体撤去
（地域雇用創出）

PVフレーム
PV架台

太陽光
組立

製造・組立

地域へ
再生可能
エネルギーの
供給

素材加工

製造

製品
設計

製品
設計

素材加工

アルミ缶スクラップ

回収

水素火力発電

ケミカル
リサイクル

アルハイテック
リサイクルが
困難な廃アルミ原料

アルミ缶

高岡市



参考：経済産業省循環経済ビジョン報告書

伝統産業 サーキュラーモデル

バージン原料
※海外依存

利用

配荷

リペア
リユース

リサイクル素材
（資源循環） 保管

収集

クリーン
電力供給

鋳型作り

鋳造

仕上・着色工程

再生材使用
％CO2削減

能作

収集

プラント
（高度選別）

銅

製品
設計

再生材使用
CO2削減

Orii

リサイクル原料×低CO2×伝統工芸品 ※市場投入

錫製品
自社回収錫製品

自社回収

銅資源

再生材使用
CO2削減
ナガエ

シェア/ Paas



CE、CN、DX、NP領域へ
地域の資源（産業、人財、政策etc.）を選択集中
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天の時、地の利、人の和

今、富山にすべての条件が整う
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地方からはじまる、This is Circular Economy!

Coming Soon!

71



第21回 エコプレミアムクラブ シンポジウム

72

2024/8/8
株式会社HARITA 代表取締役 張田 真

「Circular Economyの最前線」



Thank you for your attention.

73

私たちは持続可能な開発目標（SDGs）を支援・実行します。
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